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わたしたちの理念●●理事長のあいさつ

社会福祉法人 常盤会は、障害のあるお子さまの支援

活動からスタートした社会福祉法人であります。児童福祉

や障害福祉の支援活動に携わってきた創設者である

故「久木元　弘」初代理事長が、1963年（昭和38年）

10月に施設設立を決意し、鹿児島県下でもまだほとんど

なかった障害施設の建設に私財を投じて取り組んだのが

常盤会のスタートであります。その後、地域の様 な々ニーズに

即応する中で支援活動を拡げて参りました。幼児期の

お子さまからお年寄りの方 ま々で年齢や種別を問わず、

施設でも地域在宅でも暮らせる、一貫し幅広い福祉

サービスが提供できる体制整備を着実に進めております。

常盤会の法人理念は、三つあります。一つ目は「地域の

方 の々福祉支援を目的に誠心誠意のサービスを行うこと」、

二つ目は「地域の方々が安心快適にご利用いただける

福祉サービスを行うこと」、三つ目は「職員は倫理理念を

遵守し、専門性を高め、地域社会の一員として福祉の

充実を目指すこと」であります。

まさに常盤会の使命（mission）は、この理念の中にも

掲げられている通り、地域社会のお役にたつこと、福祉で

困ったら常盤会であれば何とかしてくれるという、地域の中

でなくてはならない存在であること、そして何より地域の

方 の々信頼をいただける存在であり続けたいと考えています。

これからも常盤会は地域社会のために前に進み続ける

法人でありたいと思っております。これからの常盤会

visionとしては、お年を召されても、安心安全に介護を

受けられるための環境整備や安心して子育てができる

環境づくりにも積極的に取り組んで参りたいと考えています。

この常盤会visionの実現に向けて、エネルギー溢れる

スタッフと共に前進して参ります。常盤会の最大の特色は、

様々なサービスを展開するが故にいろいろな福祉の

ニーズをキャッチできることだと思います。これからも地域の

多様な要望にお応えできる法人として、努力したいきたいと

考えています。

常盤会ではこれからも「Each person's now & tomorrow」

を合言葉に、お一人おひとりに寄り添う支援に取り組んで

参ります。
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高八重　恵助さんのアート作品です。

社会福祉法人 常盤会
理事長 久 木 元　　司

常盤会モットー「7つのS」

Speedy
迅速に物事に当たる

Smart
洗練された言葉づかい、身だしなみ

Smile
笑顔、挨拶

Sincerity
誠実さ

Security
安全

Safety
安心

Specialty
専門性
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■地域の方々の社会福祉支援を目的に誠心誠意のサービスを行います。

■地域の方々が安心、快適にご利用いただける社会福祉サービスを行います。

■全ての職員は、倫理理念を遵守し、専門性を高め、地域社会の一員として社会福祉の充実を
目指します。

基本理念

常盤会の事業
●相談支援・地域支援
相談支援センター ハートフル／ショートステイ事業・ホームヘルプ
事業／地域子育て支援センタードリームキッズ

●通所支援
発達支援センター ひこばえ・めばえ・高砂・くにたち／児童通所支援
しろやま・あゆみ・サニーキッズ／就労支援事業所 ウィズ／多機能
型事業所しろやまの風／生活介護事業所 サポート明星・奏の丘

●居住支援
障害児・者施設 明星学園／障害者支援施設 ディライト／共
同生活事業所 サポートハウス

●子育て支援
認可保育所 石谷の森保育園・野火止保育園

●高齢者福祉
養護老人ホーム きいれの丘

●保護施設
救護施設 ときわの丘



常盤会では外部講師を招いての研修はもちろん、
施設・事業所内の研修を推進しており、職員の専門性
の向上を図っています。多種多様な研修は、職員の
専門知識の向上や社会人としての成長に繋がって
おり、利用者への良質なサービス提供の基盤となって
います。
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わたしたちの人材育成 研修案内

研修案内●●わたしたちの人材育成
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職員育成
「人財」＝「経営資源」の方針のもとに「人事管理における基本方針」を作成し、
職員育成を行っています。

資格取得
専門性の向上として、
❶社会福祉士 ❷精神保健福祉士 ❸介護福祉士 ❹介護支援専門員 ❺保育士
などの資格取得を奨励しています。

研修制度
職員の経験や勤続年数に応じて、
❶サービス管理責任者 ❷児童発達支援管理責任者
❸相談支援専門員 ❹保育士等キャリアアップ研修 などの研修受講を勧めています。

専門性の向上
事業計画に基づき、定期的な法人研修・事業所内研修を行い、
専門性の向上に努めています。

事業所外研修の参加
勤続年数に応じて、
❶新任職員研修 ❷中堅職員研修 ❸監督職員研修 ❹各種団体研修会
などに積極的に参加しています。

施設･事業所内
研修

法人職員研修

外部研修

■新任職員研修

■中堅職員研修

■九州地区職員研修

■全国施設職員研修

■新任職員研修
基礎研修・法人職員
としての心得

■苦情解決・対応研修
苦情・要望とその分析

■コンプライアンス研修
法令遵守・個人情報保護

■権利擁護・プライバシー研修
権利擁護および
プライバシー保護

■実践報告会
支援の取組みを報告し
今後の課題を把握する

■衛生管理と感染防止研修
支援における
衛生管理と感染防止

■障害者虐待防止法研修
身体拘束と虐待防止

■施設職務研修
施設の決まりや対処等を
理解し円滑な
業務遂行を図る

■個人情報等保護研修
利用者等の
個人データ及び
プライバシーの保護

■コンプライアンス研修
業務に関わる
法令等の理解と遵守

■支援理論研修
障害の理解、
支援理論を深め
支援技術に反映させる

■支援実践研修
支援実践から
理論を検証し
確かな実践の向上を図る

■支援技術研修
職員の支援技術向上を図る

■苦情等対応研修
苦情や要望を受けた際の
適切な対応方法

■事故防止研修
利用者の安全確保と
取り組み



利用者の意向や障害の特性などを踏まえた個別支援計画を
作成し、計画にもとづいた障害福祉サービスを提供します。
利用者の日常生活上の支援や身体機能・生活能力の向上
に向けた支援を行うほか、農業・園芸や陶芸、木工、紙工など
の作業を通じた支援を行います。

♦生活支援員

♦栄養士
栄養士は、栄養学にもとづき、食生活に関する栄養指導や
食事指導など、集団の栄養・食事の管理指導を行います。
利用者個人の身体状況や栄養状態などに応じた健康の
保持・増進のための栄養指導、調理委託業者との連絡調整、
季節などを考慮した献立作成、調理の楽しさを感じながら自立
するための支援などを行います。

子どもの発達に関する専門的知識を基に子どもの育ちを
見通し、その成長・発達を支援します。子どもの発達過程や
意欲を踏まえ、子ども自らが生活していくために、日常生活に
おける基本的な動作の支援、知識技能の習得、集団生活へ
の適応訓練、自然環境や人的環境・物的環境を活かした
構成などを行います。

♦保育士
障害などがある児童に対し、個性を尊重しながら健全に成長
するように生活を送ることを支援します。児童に対する支援
計画の立案や会議の運営、内部の連絡・調整、対外的な
折衝、ケースワークやグループワークを通じての家庭的な援助、
児童相談所や学校との連絡、保護者との面接、周囲との
調整などを行います。

日常生活動作（ＡＤＬ）や絵画、陶芸、手工芸、園芸、遊び
などの「作業」を通じて手先の訓練や治療を行い、身体機能
の回復や維持、予防、補装具や備品の改良、環境の改善に
ついて支援します。また、対人関係や作業活動などにより、
社会生活に適応させるための心理的な準備やレクリエー
ション、遊戯活動、社会教育などを行います。

就労を希望する利用者に対し、生産活動、職場体験の機会、
その他就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な
訓練、求職活動に関する支援、その適性に応じた職場の開拓、
就職後における職場への定着のための必要な相談などを
行います。

♦児童指導員

♦作業療法士

♦就労支援員
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社会生活の中で喜びを共有しながら、ご利用者の
「毎日」を支えています。

職種紹介

●職種紹介
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地域公益活動●
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常盤会は地域に愛され地域に貢献できる「開かれた
法人」を目指して、公共的・公益的な取り組みを行って
います。

災害支援～災害時を支える～ 地域の方 と々の交流
～地域社会の一員として～

セミナーの実施や講師派遣
～福祉理解の輪を広げる～ レスキュー事業の実施

福祉人材の受け入れ

災害時における福祉避難所の役割を担っています。
地震・豪雨災害の際は救援物資の運搬・職員派遣を行い
ました。

子育て世代の方 を々対象としたセミナーの実施や、講師と
して大学講義・各種研修に職員を派遣するなど、障害者
福祉への理解を拡げる活動に取り組んでいます。

地域の方々に福祉施設を身近に感じてもらえるよう、スポーツ
イベントや地域ステージ交流会などを実施しています。

生活困窮者の方々に対し、住居・食事等の提供や、公的な
制度やサービス等への橋渡しを行うなど、相談・支援事業
を行っています。

保育士や社会福祉士などを目指す実習生や、アジア社会
福祉従事者研修生などを受け入れています。

環境美化活動の実施
利用者の方 と々地域の清掃活動や、植栽などの緑化活動
に参加しています。

▲アジア社会福祉従事者研修生
（台湾・韓国・スリランカ・マレーシア・フィリピン他）

▲矢房神社の清掃上記のほか、利用者支援の必要に応じて多様な職種のスタッフがいます。

その他

地域公益活動
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施設紹介 ●●施設紹介

鹿児島県内初の児童通園施設です。発達の気になる就学前の
子どもさんを対象に、一人ひとりの特性を多角的に捉え、保護者と
協力して作成した個別支援計画に基づき、総合的な発達支援を
行います。視覚的なアプローチを中心に、一人ひとりの持つ能力
や可能性を最大限に伸ばし、集団生活に適応できる人間性豊かな
子どもさんの育成を目指します。
【付帯事業】保育所等訪問支援

〒891-1205 鹿児島市犬迫町5975番地

TEL 099-238-0205 / FAX 099-238-0293

昭和41年4月1日に児童入所施設として開園し、約50年の歴史
ある施設です。幼児期から学齢期、壮年期までの利用者のみなさん
の健康と個々の状態に配慮して、創作活動、レクリエーション、余暇
活動等の日中活動をはじめ、社会資源を活用した社会体験、地域
の方 と々の交流を深める取り組み等、自立に向けた多様な活動を
行っています。
【付帯事業】ショートステイ・日中一時・相談支援

〒891-1205 鹿児島市犬迫町5975番地

TEL 099-238-0664 / FAX 099-238-0669

常盤会は、鹿児島市内及び関東地区に総合的な

福祉サービスを提供しています。地域社会とのつながり

を持ちながら、イキイキと活動できるような、明るく楽しく

活力のある施設づくりを目指しています。すべての施設

で安全で安心な生活が送れるよう、利用者のニーズ

に合わせた支援を行っており、生活困窮者の受け入れ

などの地域公益活動も行っています。

石谷の森保育園
子ども一人ひとりの成長と個性に応じたプログラムを提供し、家庭
や地域社会と連携しながら子どもの育ちや学びを見守ります。
ドリームキッズ
石谷の森保育園内にあり、地域の子育て支援を目的に、遊びの
場の提供や子育て相談、講習会を行います。

〒899-2701 鹿児島市石谷町1644番地

TEL 099-813-7188 / FAX 099-813-7187

認可保育所 石谷の森保育園
地域子育て支援センタードリームキッズ

児童発達支援（1F）/放課後等デイサービス（2F）
発達の気になる子どもさんを対象に、個別支援計画に基づいた
支援を行い、個々の特性に応じた豊かな育ちを支える療育に取り
組みます。

TEL 1F：099-230-7276 / 2F：099-230-7278

法人本部（1F）
利用者への良質な福祉サービスを持続的かつ安定的に提供する
ため、経営基盤の確立を図っています。地域のみなさまに喜んで
いただける社会福祉サービスに努めます。

〒890-0054 鹿児島市荒田1丁目2番13号
TEL 099-230-7271 / FAX 099-230-7273

障害児通所支援事業所 サニーキッズ

児童発達支援センター

発達支援センター ひこばえ 障害児者施設 明星学園
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保育 児童

児童
成人

児童

発達の気になる就学前の子どもさんのための通所施設として、
一人ひとりの特性を多角的に捉え、保護者と協力して作成した
個別支援計画に基づき、総合的な発達支援を行います。また、
地域の障害児やそのご家族、障害児を預かる施設への相談支援
および、放課後等デイサービスも行っております。
【付帯事業】保育所等訪問・放課後等デイサービス

〒899-2701 鹿児島市石谷町1644番地

TEL 099-295-6831 / FAX 099-295-6832

児童発達支援センター

発達支援センター めばえ児童

鹿児島北IC

鹿児島西IC
鹿児島IC

松元IC

谷山IC

中山IC

山田IC

鹿児島大学
●

志學館大学●

●
ハートピア
かごしま

●鹿児島県庁

国際大学●

●
ENEOS

明星学園･ディライト
ひこばえ･サポート明星

サニーキッズ
常盤会法人本部

ウィズ

しろやまの風
ときわの丘

サポートハウス

仙巌園
●

鹿児島
ふれあい
スポーツランド

鹿児島中央

鹿児島

九州新幹線

鹿児島本線

指
宿
枕
崎
線

日豊
本線

石谷の森保育園
ドリームキッズ
めばえ･奏の丘

郡元

広木

上伊集院

薩摩松元

南鹿児島

宇宿

谷山

慈眼寺

坂之上

喜入

20

20

16

20

17

22

35

217

225

219
291

291

210
3 10

208

桜島

26

224

●道の駅喜入

226

きいれの丘
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施設紹介 ●●施設紹介

生活訓練、就労移行支援、就労継続支援B型、就労定着支援の4つ
のサービスを提供する多機能型事業所です。施設全体を通して、生活
の自立を目指した支援、サポートを受けながら働く福祉的就労、一般
就労に向けた支援、そして継続して働くための支援等、利用者の目標に
合わせた様 な々支援を行っています。また、工房「スタジオ・サツマ」レスト
ラン「ホクレア」「プメハナ」を運営しており様 な々仕事を経験できます。
※「プメハナ」は、県障害者福祉センター「ハートピア鹿児島」内
（鹿児島市小野1-1-1）で運営しています。

〒891-0141 鹿児島市谷山中央2丁目657番4

TEL 099-299-0300 / FAX 099-299-0301

多機能型事業所

障害福祉サービス事業所 ウィズ成 人

利用者の基本的人権を尊重し、受容と傾聴を基本に、心に寄り
添う支援、個々の力を引き出す支援を実践します。また、職員の
専門性を高め、地域に目を向けた福祉活動に取り組みます。また、
作業活動のほか、音楽療法や工芸教室などの外部講師活動、
様々な行事を通じて利用者の経験の拡大に繋がるよう支援を
行います。

〒899-2701 鹿児島市石谷町1653番地1

TEL 099-295-6571 / FAX 099-295-6572

生活介護事業所 奏の丘成 人

青年期から壮年期を迎える方々に、潤いある日々を送っていた
だくため、安心して生活できる場、達成感を得られる活動の場を
提供しています。利用者の健康状態の把握や栄養管理を重視
しながら、趣味や活動を中心に生きがいを高め、自己実現をはかり、
地域参加・交流に向けた支援を行います。

〒891-1205 鹿児島市犬迫町5975番地

TEL 099-238-0529 / FAX 099-238-0133

障害者支援施設 ディライト成 人

利用者それぞれの特性に応じた支援計画とリハビリテーション
実施計画に基づく2本柱の支援が特徴です。リハビリテーション
の導入により、福祉・医療の両面から専門的なアプローチが可能
です。また外部講師を招き、エコクラフト、リトミックを行うほか、
施設外活動の実施など、利用者の社会体験の充実に努めて
います。
【付帯事業】ヘルパーステーション

〒891-1205 鹿児島市犬迫町6017番地2

TEL 099-238-0701 / FAX 099-238-0717

生活介護事業所 サポート明星成 人

環境上の理由及び経済的理由により居宅において生活する
ことが困難な方を受入れ養護する施設です。入所者一人ひとりの
かけがえのない人生に寄り添い、その人らしい生活が実現できる
よう、心身の健康維持と生きがいづくり・自己実現に向けた支援を
行います。

〒891-0203 鹿児島市喜入町8462番地

TEL 099-230-7420 / FAX 099-230-7520

養護老人ホームきいれの丘高齢者

鹿児島県唯一の救護施設です。身体や精神に障害や、経済的
な問題を含めて日常生活を送ることが困難な方々に対し、健康で
安心して生活していただくための支援をする生活保護施設です。
入所者の方の衣・食・住を確保し健康管理を行うとともに、就労
や地域生活移行など、利用者の目標や意向に沿ってそれぞれの
自立を目指した取り組みを行っています。

〒891-0144 鹿児島市下福元町3340番地1

TEL 099-230-7250 / FAX 099-230-7251

救護施設 ときわの丘救護

生活介護、就労支援継続B型、放課後等デイサービスの3つの
事業を行っている障害者複合施設です。それぞれの事業にて、
利用者の特性や強みを総合的に把握し、個々の生活に必要な
スキルを高めるプログラムの提供・支援を行っています。また、複合
施設の強みを活かし様々な視点から支援を行っています。

〒891-0144 鹿児島市下福元町3334番地

TEL 099-269-9777 / FAX 099-269-3888

障害者複合施設しろやまの風児童
成人

地域生活を希望する利用者のための「生活の場＝家」です。利用者が
共同生活をする中での相談・日常生活上の援助を行います。また、積極
的に地域参加・交流を行い、日常生活に必要な力を身につけていくこと
で、将来的に地域において自立した社会生活を営めるよう日々の支援
を行っています。鹿児島市内全域で11ヵ所13ユニット運営しています。
【付帯事業】ショートステイ

〒891-0141 鹿児島市谷山中央1丁目4369

TEL 099-203-0224 / FAX 099-203-0922

●サポートハウス事務所

〒891-0150 鹿児島市坂之上4丁目22番23　

TEL 099-203-0224 / FAX 099-203-0922

共同生活援助事業所（障害者グループホーム）

サポートハウス・セルフサポートハウス成 人

※写真：サポートハウス谷山中央通
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■常盤会_法人用A4パンフレット

施設紹介 ●●施設紹介

発達の気になる就学前の子どもさんを対象に、一人ひとりの個性
やニーズを的確に把握し、その能力や可能性を最大限に伸ばし、
子ども自ら育つ基盤つくりを行います。また保護者や地域との連携
を図り、安心して生活できる環境を提供します。
【付帯事業】保育所等訪問・障害児相談支援

〒186-0001 東京都国立市北3-7-15
TEL 042-843-0845 / FAX 042-843-0846

就学前の発達の気になるお子さんに対して、個別支援計画に基づ
き、諸検査等を活用したADLの向上をはじめ、個々の特性に応じた
成長を促す支援に取り組みます。子どもたちにとってわかりやすい
環境を準備し、視覚的なアプローチを中心とした支援を行います。
【付帯事業】保育所等訪問・障害児相談支援

〒125-0054 東京都葛飾区高砂3-26-9

TEL 03-6458-9565 / FAX 03-6458-9566

児童 児童

一人ひとりの成長・発達・個性を大切にしながら、自らの力を伸ば
そうとする子どもの気持ちに寄り添った保育を行います。また、
ご家族の方と連携を図りながら、たくさんの視点で子どもの育ちを
見守ります。一時保育や園庭開放、育児サロンを通して、地域
社会における子育て支援に取り組んでいます。

〒352-0011 埼玉県新座市野火止4丁目9番11号

TEL 048-487-7826 / FAX 048-487-7827

認可保育所 野火止保育園

発達の気になる就学前のお子さんを対象に、特性に応じた個々の
成長を引き出す療育を提供します。発達検査を元に個々の課題
を把握し、保護者と協力して作成した個別支援計画に基づいて
豊かな成長を支援するとともに、関係機関と連携した総合的な
支援に取り組みます。

〒175-0094 東京都板橋区成増5丁目15番1号

TEL 03-6915-6317 / FAX 03-6915-6327

障害児通所支援事業所 あゆみ保育 児童
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久木元　弘、明星学園の創立を志す

明星学園　許可・開園（定員５０名）

重度障害児施設の指定を受ける

社会福祉法人「常盤会」設立認可（厚生省収児第１１１号）
初代理事長　久木元　弘　就任

法人設立登記

天皇陛下より御下賜金を賜る

児童通園施設 ひこばえ学園　開園（３０名）

入所更生施設 明星学園成人部　開園
（定員３０名・重度２０名）

短期入所事業、居宅介護事業　開始

サポート明星　開設（生活介護事業40名）

常盤会第2代理事長　久木元　司　就任

相談支援センター・ハートフル（相談支援事業）　開設

第三者評価　受審（１回目）

明星学園成人部　新体系移行（障害者支援施設）
（施設入所支援事業３０名・生活介護事業40名）

障害福祉サービス事業所 ウィズ　開設（多機能型）
（生活訓練事業9名・就労移行支援事業６名・就労継続支援Ｂ型15名）

サポートハウス坂之上向原　開設（定員１５名）

第三者評価　受審（2回目）

社会福祉法人 城山福祉会と合併
しろやまの風（多機能型事業所）
（生活介護事業30名・就労継続支援事業Ｂ型10名）

サポートハウス谷山東麓　開設（定員８名）

明星学園　新体系移行
（障害児入所施設１０名・障害者支援施設２０名）

ひこばえ学園　児童発達支援センターへ新体系移行
（改称：発達支援センターひこばえ）
（児童発達支援３0名・保育所等訪問支援）

サポートハウス坂之上石塚　開設（定員５名）

サポートハウス皇徳寺　開設（定員５名）

サポートハウス谷山中央通　開設（定員１６名）

明星学園成人部を「ディライト」へ改称

児童支援センターしろやま　開設
（放課後等デイサービス２０名）

レストラン＆カフェ「プメハナ」オープン
（ハートピアかごしま内の喫茶コーナーにて）

ヘルパーステーション　サポート　開設
（居宅介護事業・行動援護事業・重度訪問介護事業・移動支援事業・
福祉有償運送事業）

第三者評価　受審（3回目）

サポートハウス別府東　開設（定員6名）
サポートハウス石塚南　開設（定員5名）

生活介護事業所 奏の丘　開設（生活介護事業40名）

発達支援センター めばえ　開設
（児童発達支援30名・保育所等訪問支援・障害児相談支援・放課後等
デイサービス事業10名）

本部移転（常盤サンシャインビルへ）

サポートハウス向陽　開設（定員7名）

障害児通所支援事業所 サニーキッズ　開設
（児童発達支援１０名・放課後等デイサービス１０名）

障害児通所支援事業所 あゆみ　開設
（児童発達支援１０名）

地域子育て支援センタードリームキッズ　開設

第三者評価　受審（4回目）

サポートハウスＪＲ坂之上　開設（定員3名）
サポートハウス別府　開設（定員4名）
サポートハウス錦江台　開設（定員7名）

認可保育所 石谷の森保育園　開設（定員50名）
認可保育所 野火止保育園　開設（定員75名）

救護施設 ときわの丘　開設（定員50名）

第三者評価　受審（5回目）

くにたち発達支援センター　開設（定員30名）
高砂発達支援センター　開設（定員40名）
サポートハウスしろやま　開設（定員12名）

第三者評価　受審（6回目）

養護老人ホームきいれの丘　開設（定員50名）

■常盤会_法人用A4パンフレット

沿 革●●法人の特徴と利用者への支援

沿 革（概　略）
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特 徴

「常盤会」の創成は、「明星学園」を開設した1966年（昭和
41年）にさかのぼります。鹿児島県下でもまだほとんどなかった
障害施設を、初代理事長久木元弘が私財を投じて創設しました。
以来、約50年にわたり、鹿児島市内を中心に、地域に根差した
障害児者の福祉の発展に努めています。また近年は、首都圏での
サービス提供、生活困窮者の受け入れなどの地域公益活動も
行っています。

1 1966年に創設した
歴史ある法人です。Point

幼少期の支援として「児童通所支援」があり、就学期は「ショートステイ
事業」「ホームヘルプ事業」等の在宅サービスを活用し、自宅での
生活を支えます。卒業後、生活支援が必要な方は「生活介護事業所」、
就労を目指す方は「就労支援事業所」がご利用いただけます。また、
居住支援として一人暮らしをご希望の方、ご自宅での生活が困難
な方、それぞれに合ったサービスをご用意しております。さらに、高齢
者福祉について、地域密着型の介護保険事業も行っております。

3
Point

「常盤会」は、福祉分野における障害者福祉を中心に取り組ん
できました。その中でも、主に発達や知的に障害のある方 を々対象
としており、事業所間の情報共有と技術交流を図りながら、より
専門的に、より個性に着目した支援に取り組んでいます。さらに
これからは、高齢者福祉や児童福祉など、幅広く福祉サービスを
展開していきます。

2
Point

幅広く福祉サービスを
展開していきます。

就学前の子どもさんから
成人の方 ま々で幅広く支援します。 4

Point

幅広い事業内容、
支援領域があります。

●障害児相談支援
●障害児入所施設
●児童発達支援
●保育所等訪問支援
●放課後等
デイサービス
●自立訓練（生活訓練）

●就労移行支援
●就労継続支援Ｂ型
●就労定着支援
●特定相談支援・
一般相談支援
●生活介護
●短期入所・日中一時

●居宅介護・行動援護
●施設入所支援
●共同生活援助
●養護老人ホーム
●救護施設
●認可保育所
●地域子育て支援

利用者への支援

日中活動●リトミック、エコクラフト活動、農業教室など、様々な日中活動を行っています。

PDCAサイクルによる検証●常盤会では、利用者のニーズに対応するため、PDCAサイクルを実施しています。

▲生産活動 ▲クッキング▲グランドゴルフ▲野菜作り

Plan 計画
目標を設定し、目標達成
に向けた活動を立案する。

Do 実行
計画に基づき活動を、
実行する。

Check 評価
活動を実行した結果を
把握・分析し、評価する。

Action 改善
評価に基づき、計画の
目標、活動などを見直す。

繰り返すことで、より
よいサービスの提供に
つながる。

常盤会は、幼児期のお子さまから高齢者の方 ま々で、人それぞれ
の生涯をサポートできる福祉サービスの提供を行っています。
利用者一人ひとりの「個性」や「能力」を把握し、それを活かす
活動の提供や環境を作ることで、「さらに可能性が拡がる」支援
に努めています。

〈令和6年4月現在〉
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